
宮前EWCボッチャ同好会

活動発表
（令和５年１月２５日）



「ボッチャ」について

◦ 「ボッチャ」はイタリア語でボールを意味します。

◦ 「ボッチャ競技」は障害者のためのスポーツとして
考案され、ヨーロッパが発祥地です。

◦パラリンピックの正式種目に採用されてます。

◦先の東京パラリンピックでも話題になりました。

◦知的な戦略や技術力、集中力が問われる奥の深い競技です。

◦現在、障害の有無に関わらず、幅広い世代で楽しめる「ボッチャ」
の普及が推進されております。



ボッチャ同好会の発足の経緯と現況

◦宮前老人福祉センター主催のボッチャ講習会の受講生が、
２０２２年３月に「宮前EWCボッチャ同好会」を結成。

◦現在の会員総数：３１名

◦会員の平均年齢：７８歳（シニア世代 最長齢者９０歳）

◦例会毎月２回開催。

◦会員の平均参加率：８０％以上

◦〇例会毎回好評を博し、盛況ぶりを呈しております。



ボッチャ同好会発起メンバー（２４名集合写真）



ボッチャ同好会の活動運営

◦会の目的：シニア世代の交流仲間づくり

◦ ー みんな仲良く楽しく＆健やかに ー

◦ お茶のみ友達が出来るまでのお手伝いをします。

◦入会条件：メールアドレス・携帯番号等の個人情報の開示
情報連絡：会員相互の情報交換はメール送信で行う。

◦競技進行：３人１組のチーム編成でチーム総当たりの競技を実施

審判スタッフはメンバーが交互に担う仕組みを採用



お茶のみ友達が出来るまでのお手伝い

◦ー その手法 交流機会の提供と参加奨励 ー

①ランチタイム・コーヒータイムなどの懇親会への積極的参加

②桜花・バラ等の自然観賞会、自主学習講座・講演会等の

各種イベントへの参加

③地域活動グループとの交流会への参加

・シニア交流カフェ・いちごの会

「バウンドケーキ作り交流会」

誕生月を迎えた会員を特別枠で優待

◦ ・サークル諸団体とのジョイント交流企画

◦ 沖縄三線演奏会

◦



市長杯ボッチャ競技大会出場者の報告会



巾着田・曼殊沙華観賞会 (R4.9.28)



シニア高齢者向け健康講座（地域みまもり支援センター）



東京湾クルージング（港湾施設見学会）



バウンドケーキづくり交流会（シニア交流カフェ・いちごの会）



公園ミニマルシェ・初出展



ボッチャ同好会の「ホップ・ステップ・ジャンプ」
ー 今後の課題 ー 宮前ボッチャ倶楽部

・ ボッチャ普及推進員の育成

・ ボッチャを介した地域コミュニティーづくりの推進

・ 学校施設休日利用のボッチャ教室の常設

・ 地域みまもり支援センター、その他諸団体と連携した活動の推進

・ ボッチャ競技大会の開催

・ シニア世代の交流仲間づくりの推進
ー 一人で出来ないことを皆でやろう！ －



シニア世代の生きがい・健康づくり

◦心が変われば、行動が変わる

◦行動が変われば、習慣が変わる

◦習慣が変われば、人格が変わる

◦人格が変われば、運命が変わる

◦「心理学者ウィリアム・ジェームス」の名言集より

◦〇何事も参加する気力が大切です。

◦ ボッチャ同好会の交流仲間全員、目下実践中。



ご清聴ありがとうございます。

宮前EWCボッチャ同好会
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